
医
科
診
療
科

内
科 

｜ 

総
合
感
染
症
科 

／ 

腎
臓
・
高
血
圧
内
科

医
科
診
療
科

内
科 

｜ 

総
合
診
療
科 

／ 

循
環
器
内
科

　医療の臓器別・領域別の専門医分担化が進むなかで、その前段階のプライマ
リ・ケアとして診療科横断的診療を行う総合診療は、近年の患者さんの高齢化
に伴う持病の多様化・複数化傾向もあいまって、その重要性はますます高まって
います。
　当院総合診療科には、診断のついていない症状や健康問題を有する患者さ
ん、複数の病院や医療機関を受診されても症状が改善しないために結局どの診
療科に相談したらよいか分からなくて困っている患者さん、さらに精神疾患が重
なっていて複雑な病態となっている患者さんなどが受診されます。当科では丁寧
な医療面接・身体診察を行ったのち必要な検査を実施し、患者さんの病態につ
いて探索していきます。診断的治療を行う場合もあります。診断鑑別の方向性が
ついた時点で、適切と考えられる診療科へご紹介します。なかには、当外来に通
院していただきながら、徐々に問題が解決する患者さんもいらっしゃいます。また
2021年度から新型コロナウイルス感染症後遺症外来も開始しています。
　当科は漢方内科と深く連携して診療を行っており、漢方内科とよく相談しなが
ら漢方薬処方にてフォローアップすることもあります。

内科

総合診療科
TEL 022-717-7509（外来） 石井 正科長

・以下のような症状を一つもしくは複数を呈し、
かつ診断がついてなくて症状が遷延しお困りの
方を対象としています。
全身症状（ほてり、全身倦怠感、体重減少、不明
熱、寝汗など）、疼痛（頭痛、胸痛、腹痛、腰痛、
関節痛、整形外科的な主訴など）、神経系（めま
い、意識消失、しびれなど）、その他よくある訴え
（遷延する関、呼吸困難感、動悸、浮腫、嘔気嘔
吐、下痢・便秘、頚部のしこり、発疹、不眠、精神
科的主訴、フレイル、認知症的症状など）、ポリ
ファーマシー（多剤服用による有害事象）、薬物
有害事象 など
・新型コロナウイルス感染症後遺症

主な対象疾患

診療科WEB

外来担当医表

　当科では、循環器疾患に対するカテーテル診断を年間約1,400例施行し
ています。重症大動脈弁狭窄症症例に対してはハートチームのもと経カテー
テル的大動脈弁留置術(TAVI)を年間約60例、更に重症僧帽弁閉鎖不全症
に対する経皮的僧帽弁接合不全修復術にも取り組んでいます。
　不整脈領域では心房細動を含む頻脈性不整脈に対するカテーテルアブ
レーション治療を年間約200例施行しています。ペースメーカー、両室ペー
シング、植込型除細動器などあらゆるデバイス治療を行っております。
　心筋疾患、弁膜症等に伴う重症心不全は当科の重要な治療ターゲットで、
心臓血管外科と協力して補助人工心臓[補助循環用ポンプカテーテル(イン
ペラ)を含む]による治療を行っています。慢性血栓塞栓性肺高血圧症に対す
る肺動脈バルーン拡張術を年間約70件施行しています。
　また当科では、低侵襲検査法による疾患の病態解明を重視しています。心
臓MRI検査を用いた多面的解析に加え、冠動脈CT検査での動脈硬化病変
の量的・質的解析、ポジトロン断層撮影（PET）・心筋シンチ検査などの心臓
核医学検査により心筋虚血を評価しています。

内科

循環器内科

主な対象疾患

診療科WEB

外来担当医表

虚血性心疾患：狭心症、心筋梗塞／心臓弁膜
症（大動脈弁狭窄症など）／心筋症：拡張型心
筋症、肥大型心筋症、高血圧性心筋症、不整脈
原性右室心筋症、心ファブリー病、心サルコイ
ドーシス、心アミロイドーシス／心筋炎／肺高
血圧症：肺動脈性肺高血圧症、慢性血栓性肺
高血圧症／徐脈性不整脈：洞不全症候群、房
室ブロック、徐脈頻脈症候群／頻脈性不整脈：
心房細動、心房粗動、発作性上室性頻拍、心房
性期外収縮、心室性期外収縮、心室頻拍、心室
細動、Brugada症候群、QT延長症候群／成人
先天性心疾患／静脈血栓塞栓症／がん治療に
伴う心疾患：薬剤性心筋症、放射線性心膜炎

TEL 022-717-7728（外来） 安田 聡科長

　総合感染症科は、感染症専門医、抗菌化学療法指導医等の資格を有する医
師が診療に携わり、薬剤耐性菌感染症、免疫不全関連感染症、術後感染症な
ど多様な感染症の診断・治療・予防のトータルマネジメントを実践しています。
　公衆衛生の発展や優れた抗微生物薬の開発で制圧できたかに見えた感染
症は再び私たちの前に大きな脅威として立ちはだかっています。メチシリン耐
性黄色ブドウ球菌などの薬剤耐性菌による院内感染の全国的な発生や、世界
的大流行（パンデミック）に発展した2009年の新型インフルエンザウイルス感
染症、西アフリカにおけるエボラウイルス病、中東を中心に現在も発生が続い
ている中東呼吸器症候群（MERS）、そしてまさに今、パンデミックとなってい
る新型コロナウイルス感染症（COVID-19）など、さまざまな新興・再興感染症
が次々と出現しています。感染症は個人・病院の問題に留まらず時に社会全体
の脅威となることから、当診療科では病院内外における感染症マネジメントを
行っています。さらに、宮城県における唯一の第一種感染症指定医療機関とし
て、エボラウイルス病など感染リスクの高い感染症にも対応可能な第一種病室
を設置し、宮城県の感染症診療を支えていきたいと考えています。

内科

総合感染症科
TEL 022-717-7766（外来） 青柳 哲史科長

重症全身性感染症：敗血症、細菌性心内膜炎、
髄膜炎／呼吸器感染症：肺炎、気管支炎（慢
性・急性）、上気道炎、結核、非結核性抗酸菌
症、インフルエンザ／消化器感染症：腸管感染
症（細菌性・ウイルス性など）、胆道感染症／尿
路感染症／外科手術関連感染症、移植関連感
染症、免疫不全関連感染症、その他各科領域関
連感染症／HIV感染症／薬剤耐性菌感染症 
／熱帯感染症：寄生虫感染症、渡航者感染症 
／新興ウイルス感染症（新型コロナウイルス感
染症（ CO V I D－ 1 9）、エボラウイルス病
（EVD）、中東呼吸器症候群（MERS）、重症熱
性血小板減少症候群（SFTS）など）

主な対象疾患

診療科WEB

外来担当医表

　当科では腎臓病および高血圧の診療を行っています。腎臓病に関しては、
急性腎障害や慢性腎臓病の管理をはじめ電解質異常、腎炎・ネフローゼ症
候群など腎疾患全般を担当し、遺伝性疾患や希少疾患の診療も行っていま
す。適応症例に対してエコーガイド下腎生検を年間114例(R4年度)実施し
ています。疾患毎の診療実績としては、IgA腎症25例、原発性ネフローゼ症
候群約50例（膜性腎症、微小変化型ネフローゼ症候群など）、その他二次性
腎臓病（ループス腎炎など）、ANCA関連腎炎、糖尿病性腎症、多発性嚢胞
腎、など多岐にわたります。また、腎代替療法の導入を患者さんやご家族の意
思、身体・生活状況を多角的に検討し、協働で意思決定を行いながら進めて
います。高血圧に関しては、高血圧緊急症、若年高血圧や治療抵抗性高血圧
などの精査や治療をはじめ、腎血管性高血圧の診断と治療（血管拡張術や薬
物療法）など幅広く対応しています。また、糖尿病代謝・内分泌内科と共同で
内分泌性高血圧の診療にも従事しています。さらに当科領域の疾患を持つ患
者さんの周術期・周産期コンサルテーションなど、重症・高難度疾患の診療に
も貢献しています。

内科

腎臓・高血圧内科

主な対象疾患

診療科WEB

外来担当医表

慢性糸球体腎炎／ネフローゼ症候群／糖尿病
や全身性疾患に続発する腎臓病／遺伝性の腎
疾患／薬剤性腎障害（急性、慢性）コンサルテー
ション／保存期腎不全：糖尿病性腎症の透析予
防、将来の腎代替療法の選択を見据えた透析前
の管理／末期腎不全：血液透析、腹膜透析、腎
移植の選択支援と導入期医療／治療抵抗性高
血圧症／二次性高血圧症の精査・治療／妊娠
高血圧症候群／腎血管性高血圧症

田中 哲洋科長

完全予約制

TEL 022-717-7778（外来） 完全予約制
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